
蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに

助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。

その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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3月30日～4月2日

原料の大豆と糀が一級品

で、とっても肌理
き め

のいい味噌

になりました。

初の試み“親子体験教室”

には7 組･15 人の参加があ

って､一緒に汗を流しました。

粒ぞろいのきれいな豆ば

かり、｢私たちみたい！｣

またまた誰ともなく冗談

(本心？)が飛び交いまし

た。 〔選別作業〕

外の仕事も｢寒いときは楽じゃない｣

いでたちも仕事っぷりも一人前の1年生

隣はパパでもおじいちゃんでもありません

｢シッカリ量って､間違えないように分けて｣

力を出した後の一杯(お茶です)は格別

お茶うけはもう消えていますね



－４－

急用が入って味噌作りに参加できなくなった

人がいました。“自分の味噌は当人が作る”のが

原則ですが､その前の作業に参加している人な

ので“ま～め計算”で解決しました。

前日､４日分の塩を量っておいたのですが､

当日､余りが出ているのに気づきました。改め

て量りなおしてみたら､２日目の分量が間違

っていました。｢気がついてよかったね｣

｢さあ始めよう｣と、前日煮た豆を機械に入れましたが、

カタカタ音がして動きません。なんと、歯車を逆向きに

セットしてあったり､プーリーのねじ締めが甘かったり

のミスでした。

都々平さんと石井さんが汗をかきかき直しました。

仕上がった味噌を分けたところ､｢私の分が10㎏

足りないんだけど…｣と言う人があります。誰と

は申しませんが“うっかりやさん”が参加する

日を間違えて来てしまい､どんどんカメに詰め

ちゃったのが原因でした。でも、もめごとにな

らず、笑い話に転じてしまうのが､ま～ゆらしい

ところ。

20㎏味噌を作った人がカメに詰める際になって､

奥さんから｢10㎏でいいと｣と電話で言われました。

｢余りの10㎏をどうしよう？｣なんて悩むことはあり

ません。｢私欲しい｣｢私に譲って｣と即座に2人が手を

挙げて、“ラッキー！”と大喜びでした。
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『エ ン デ の 遺 言』を見て

147 かっとまんこと 河 野 孝 志
面白かった。 だけど、難しかった。

『ま～ゆ』を発足に駆り立てた気持ちが解ったような 気がする。

それにしても、発足メンバーの腰の軽さに驚かされ、勇気に敬意を表

したい。

『エンデの遺言』は『ま～ゆ市』などで頻繁に耳にしていましたが、

そもそも、私は『地域通貨』に関心は低く、農業体験を通して、多少

とも地域社会との関わりを持てれば良いなと軽い気持ちで『ま～ゆ』に参加しました。

『ま～ゆ』の会合に何度か参加するうちに、地域社会に於ける地域通貨の効用に興味を抱き、

『エンデの遺言』を見てみたいと思うようになって来ました。

記念誌プロジェクトの編集に携わる機会を得てからは、ますます『ま～ゆ』の原点である

『エンデの遺言』見ずして、編集会議の論議に参画する困難さを感じました。

しかし、記念誌の編集中にこの『エンデの遺言』を見ていたら、ニックネームも『かっとまん』

でなく、『しつこいやつ』になっていたのではと考えてしまいます。

記念誌タイトルの『地域通貨をこえる』と云う言葉一つについても、編集委員の皆さんの

思いが今更ながら判ったような気がします。『短くしよう』とか、『簡単にしよう』と発言し

ていたことを若干後悔しています。

中身が濃いので、パート２を含め、もう一度見直し、『ま～ゆ』の将来をもう一度丁寧に考

えてみたいと思います。

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57 のぶちゃん（中澤）

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いく

ださい

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分1－7－12

℡22-7710 Fax22-7718

荒井ハリ治療室 №194まめちゃん(荒井）

●まめちゃんの健康相談室

体の構造とルールに照らし合わせて､あなた
の体のことを考えてみましょう。

●相談には500ま～ゆをお使いください。

●治療にはま～ゆを25％使えます。

●予約は電話で。

上田市踏入 2－15－10

℡0268-24-5627
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「エンデの遺言～根源からお金を問う」
ビデオ鑑賞で思うこと 2007 年４月２５日

№183 ふかちゃんこと金井 深

1999 年のＮＨＫスペシャルで放映されたものだとのことですが、当時は

米国ジョージア州に住んでいましたので、今回初めて見ました。

感想となるかわかりませんが、ビデオを見ながら、米国でのお金に関わる

いろいろを思い出していましたので、列記してみました。

1, 現金よりカードや小切手を使うことが圧倒的に多く、お金に対す

る感覚がずいぶん異なる気がしました。

・給料は２週間に１回小切手でもらっていて、その小切手を銀行に

行って口座に振り込んでいました。

・会社の生産資材の購入の支払いも小切手です。（毎月２回山の様

な小切手へのサインで、最初の頃は腱鞘炎になったほどです。）

・公共料金の支払いはすべて小切手を郵送していました。

・買い物はかなり小額でも、クレジットカードかデビットカード、または小切手で、交通違反の

罰金までカード番号を電話機からインプットするだけでした。

2, 貯金する人は少なく、もらった給料はすぐに使ってしまう人達が多く、お金がよく回っている様

に感じました。

・スーパーなどでは、まとめ買いが多いせいもありますが、大型のカートに山盛りに買っている

人達がとても多く見受けられます。

・給料を月給にするとすぐに使ってしまう人が多く翌月までもたないため、週給や２週間給とし

ているとも聞きましたし、身近にも２週間給でもピンチになる人達も見かけました。

・ファーストフードを含めたレストランの数がとても多く、競争も激しいようですが人が多く入

っているのには驚かされました。（夫婦共働きが多く家事を交代で行っているため、外食で済

ますことが多いのも一因の様ですが）

3, 収入の格差がとても大きいと感じました。

・勤務していた会社でも、社長・副社長のボーナスはベテラン係長の約 30～40 倍、一般社員は

金一封程度でした。（ボーナスの制度の違いもありますが）

・招かれて訪ねたエグゼクティブクラスの人の家は、塀で囲まれ守衛所つきの広大な敷地の中の

瀟洒なたたずまいだったり、そこここの街で物貰いの人を見かけたこともありました。

4, 教育費や住宅費に関し、日本とかなり異なる考え方をしている人達も見かけました。

・４人の子持ちの会社のエンジニア（熱心なカトリック信者）の家庭では、教育費軽減のため、

子供は全員奥さんが家庭教育でやっていると言っていました。

・別のエンジニアは、自宅を自分で３年がかりで建てていて、もうすぐ完成といっていました。

とりとめのない感想ですが、国がちがうとお金に関わることでもずいぶん異なる気がします。

皮肉な話ですが日本の現在の金利はゼロに等しく、本来のお金に立ち戻るいいチャンスとも考え

られるのに、いろいろ異なる利殖に走ったり、利殖をえさにした詐欺にあう人達が後をたたないの

は、人間の知恵の限界なのかととても残念な気がしています。
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平成 19 年 須川プロジェクトだより
疲労坊＆ごんべえ

今年の2月は異常に暖かく､何か不気味なものを感

じていました。やはりというべきか自然の調整力とでも

いうべきか､3､4月に帳尻が合ってしまい､朝のウォ―

キングも手袋なしではできませんでした。夏に向けて

更に大きなゆり戻し(日照り旱魃
かんばつ

や集中豪雨など）が

無いことを祈るしかありません。このプロジェクトを始

めてみて､お天気が気になったり､草花の生育を気に

掛けたり､自然と一体となって生活してゆく厳しさと難

しさと諦めと、そしてその中にある楽しさを少しずつ知

らされています。

ところで､先日うわさに聞いていた旧武石村余里の

花桃を見に行って来ました。部落の入口の駐車場に

車を止め､約１里（4km）の山道をのんびりと歩きまし

た。街道沿いには赤､ピンク､白の花桃約2000本が咲

き誇り､かやぶき屋根の民家の点在する山里は桃源

郷そのものでした。聞けば､10年ほど前から地区の人

達が､古木から苗を取り増やして来たのだそうです。

地域おこしの原点を見た思いでした。そして須川の

現状と可能性に思いを馳せ､ちょっとため息をついた

のでした。

このプロジェクトも6年目に入りました。みんな6歳年

をとりました。無理をせず身の丈にあった生産活動を

今年も楽しみながらやって行きましょう。

主な作業予定は別表にありますが､状況により変

更が有り得ます。MLで流しますのでご注意を。

田 植 え の お し ら せ
✲ 日 時 ５月 2７日（日）

９時から お昼頃まで

✲ 場 所 ま～ゆ田んぼ

✲ 持ち物 お弁当､おやつ､飲み物､

田植えスタイル(天候によっては雨具)

※ 今年は育苗から挑戦しています。

平成 19 年度須川プロジェクト作業計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

春起し

(中旬)

畔草刈①

(中旬)

畔草刈②

(下旬)

畔草刈③

(下旬）

落水

（1 日）

田起し

(中､下旬）

収穫蔡

（10 日）

田植え準備

(20～25日）

田の草取り

（中旬）

田の草取り

（中旬）

田の草取り

（上旬）

畔草刈④

（上旬）

田
ん
ぼ

田植え

（27 日）

中干し

(中旬）

稲刈り脱穀

(下旬）

畑作り

(上､中旬）

かぼちゃ植付

(上､中旬）

じゃが畑除草

(中旬）

じゃが畑除草

(中旬）

じゃが芋収穫

(上旬）

豆収穫

(下旬）

野沢菜収穫

(上旬）

じゃが芋植

(中旬）

麦畑除草

(中旬）

麦収穫

(下旬）

野沢菜蒔き

(中旬）

麦蒔き

(中旬）
畑

かぼちゃ収穫

（中､下旬）

ほたる
コンサ－ト

（下旬）

グランド草刈

(上旬）そ
の
他 ジャガパー

（５日）
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５周年記念誌 “地域通貨をこえる ま～ゆ„は出版から４ヵ月後の３月には､早くも発行部数

(1,000部)の６割を超える売り上げがあり､採算ラインに近づいています。｢友達をなく

す？｣危険性を冒してまで売り込みに情熱を注いだ人もありましたが､それだけの価値を

(手前味噌といわれようとも)信じてこそであり､事実(先号の感想文にも見られるように)､概ね好評をいただ

いています。

そして、多くの会員さんが熱心に販売してくださったお陰で､下記のような成績を収めることができました。

（この｢収支報告｣は 4月末時点での仮決算です）本当にありがとうございました。

先日の編集スタッフ会議では､｢益金が 20万円を越したら補助金をお返ししよう｣とも話し合いました。

そこで、更にこの本がより多くの人たちに読んでもらえるよう、また｢広く日本中に発信したい｣という大胆な願いが叶

えられるよう、本の販売へのご協力を引き続きよろしくお願いします。なんてったってみなさんのお力が頼りです。

記念誌“地域通貨をこえる ま～ゆ„ 収支報告書 2007年4月30日現在

収 入 Ⓐ (1,026,801 円) 支 出 Ⓑ (867,255 円)

記念誌売上金 826,801 円 印刷代 (チラシ･封筒 含) 834,382 円

補助金 200,000 円 編集会議会場費 25,000 円

送本料･振込手数料ほか 7,873 円

売上部数 681
収益金 Ⓐ－Ⓑ (159,546 円)

残部数 152 現 金 114,621 円

売掛(委託) 部数 167 郵便振込口座 44,925 円

秋和菜園で思うこと

4月7日秋和菜園恒例の重労働、肥料撒きと起しが行われました。

250 坪ほどの広い畑に堆肥など散らす作業は確かに大変です。この日

は朝8時30 分からみんなで力を合わせて、2 時間半ほどで終わりまし

たが、年ごとに力が弱くなった気がします。

自分では頑張っているつもりでも、一輪車に堆肥をすくう作業をして

いたら｢どうれ、変わろうか｣と声をかけられました。他人にはへっぴり腰

に見えたのでしょう。この日の作業では｢苦労だー｣という人も出てきまし

た。ほかの人に合わせて仕事をして、ついペースを上げてしまったのでしょう。これから一年一年もっと作業がきつ

く感じられるようになると思います。どうしたらいいでしょうか。

秋和菜園は かじやさんに一斉にトラクターで起こしてもらうからこそ ここで野菜を作ることができます。共同作業

を止めてしまうわけにはいかないでしょう。

それでは、こうしたらどうでしょうか？｢時間を気にせずゆっくりと作業をする｣、｢疲れ

たら遠慮しないで休む｣、｢人の働き方を批判しない｣、こんな精神でこれからの菜園を

やっていけたらいいなと思います。

参加されていない会員さんで、われこそはと思われる方はどうか来年の畑のときは手

を貸してください。こんな話を№73 しげちゃんにしましたら｢いいよ、手伝ってやるよ｣

と言ってくれました。ほかの方もよろしくお願いします。

秋和菜園をみんなで、楽しく続けていきたいと思っています。

ミーすけ

ま～ゆ
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懐
か
し
い
裂
地

き

れ

じ

が
可
愛
い
ブ
ロ
ー
チ
に
変
身

“
布
ブ
ロ
ー
チ(

花
の
シ
ャ
ワ
ー)

”
手
作
り
講
習
会
に
参
加
し
て

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
＝

ミ
ワ
こ
と

№
２１

高

遠

三

和

『
蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
～
ゆ
』
の
会
員
に
な
っ
て
か
ら
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
ま
で
一
度

も
こ
の
会
の
催
し
に
参
加
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
で
安
井
代
表

か
ら
お
誘
い
を
頂
き
、
小
学
一
年
生
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
寿
限
無
に
伺
い
ま
し
た
。

わ
が
家
の
針
と
糸
は
、
綻
び

ほ
こ
ろ
び

や
ボ
タ
ン
付
け
の
時
に
小
さ
な
杉
の
木
箱
の
抽
斗

ひ
き
だ
し

か
ら
顔
を

出
す
だ
け
で
、
世
の
風
に
あ
た
る
こ
と
も
な
く
眠
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
小
さ
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
籠
の
中
に
移
さ
れ
、
ミ
ワ(
私)

と
共
に
出
掛
け
ま
し
た
。
こ
の
日
は
平
成

19
年
3
月
14
日
（
水)

で
、
午
後
1
時
30
分
か
ら
始
ま
り
、
二
時
間
程
の
講
習
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

講
師
の
竹
内
さ
ん
は
、材
料
を
広
げ
、準
備
を
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。素
敵
な
女
性
達(

私

は
？)

が
七
人
集
ま
り
ま
し
た
。
前
田
さ
ん
の
奥
さ
ん
に
は
、
針
を
提
供
し
て
頂
き
、
竹
内
講

師
の
ご
指
導
の
下
で
、『
花
の
シ
ャ
ワ
ー(

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
び
ら
の
よ
う
な
感
じ
の
も
の

で
、
四
対
八
個
の
花
び
ら)

』
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
し
た
。

一
見
簡
単
そ
う
で
な
か
な
か
難
し
く
、「
あ
れ
！

花
び
ら
を
作
っ
た
つ
も
り
な
の
に
何
か
変
？
」

と
言
う
と
、「
縦
と
横
の
生
地
を
し
っ
か
り
と

合
わ
せ
る
と
き
れ
い
に
で
き
る
よ
。」

「
こ
の

花
び
ら
の
縫
い
目
が
き
れ
い
に
い
か
な
い

わ
？
」
と
言
う
と
、「
キ
セ
を
掛
け
る
と
、
き
れ
い

に
な
る
よ
。」
と
隣
の
席
に
い
た
前
田
さ
ん
が

親
切

に
教
え
て
下
さ
り
、
次
第
に
要
領
を
つ

か
み
、
真
剣
に
一
つ
の
ブ
ロ
ー
チ
を
仕

上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
出
来
上
が

る
と
胸
に
ブ
ロ
ー
チ
を
付
け
ま
し
た
。

「
ワ
ア
～
素
敵
！
そ
の
洋
服
と
お

似
合
い
！
」
な
ど
な
ど
。
本
当
に
ど
な

た
の
ブ
ロ
ー
チ
も
素
敵
に
映
え
て
い
ま

し
た
。
心
な
し
に
捨
て
ら
れ
そ
う
な

小
さ
な
裂
地
か
ら
素
敵
な
ブ
ロ
ー
チ
が

出
来
上
が
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
裂
地
の

命
を
感
じ
、
そ
の
人
そ
の
人
の
ブ
ロ
ー

チ
が
そ
の
人
に
合
っ
た
表
情
を
し
て
い

た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
出
来
上
が
る
迄
の
二
時
間
の
過
程
で
は
、
個
性
豊
か
な
女
性
達
の
ジ
ョ
ー
ク
と
自
由

な
お
喋
り
、
お
互
い
に
分
か
ら
な
い
所
や
上
手
く
い
か
な
い
所
を
教
え
合
い
、
交
わ
り
を

楽
し
み
つ
つ
、「
ま
～
ゆ
」
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
姿
を
感
じ
、
始
め
て
参
加
し
た
私
の

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
迄
、
こ
の
よ
う
な
手
芸
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
い
つ
も

姉
妹
や
友
達
か
ら
頂
く
ば
か
り
で
し
た
。
今
回
、
教
え
て
頂
い
た
お
蔭
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ



入会して半年のお甲です。よろしくお願いします。

№197お甲こと 杉 崎 友 子

まーゆに入会したきっかけは､某ボランテイアの会でコボルさん(中村さん)に

｢11月23日にまーゆ5周年総会があるので来ない？｣と誘われた。地域通貨

については、NHK のテレビで見た事があったような気がする。以前住んで

いた神奈川県の市ではやっていたのを見た事がない。当日見学もかねて連

れて行ってもたら､大勢の会員が参加していて活気に満ちていた。受付の人

の上手な勧誘で即､入会してしまった。毎月 10 日の例会は冬季であり､夜な

ので億劫なときもあったが、いざ会場に入ると結構にぎやかで楽しく参加でき

た。2月からは昼間の時間帯になり助かった。

感じた事

200 人からの会員なので地域別などブロッ

クを作ればどうだろうか？足の便のない人

にとっては誘いやすくなるのではないか？

規約などもあればよい。

お助けコーナーももっと宣伝してみては？

－10－

甲田はきもの店 №39甲田

●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272

ロ
ー
チ
を
作
っ
て
差
し
上
げ
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
色
合
わ
せ
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う

か
。
ど
ん
な
形
の
ブ
ロ
ー
チ
に
し
ょ
う
か
。
あ
の
人
に
は
ど
ん
な
の
が
い
い
か
な
。
姉
妹
や
友

達
は
ど
ん
な
反
応
を
す
る
だ
ろ
う
？
な
ど
な
ど
、
創
造
と
想
像
が
広
が
り
、
限
り
な
く
楽
し
み

が
膨
ら
み
心
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
お
ま
け
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
手
作
り
の
ご
馳
走((

ホ
ー
ム

ケ
ー
キ
・
帆
立
貝
の
紐
と
干
し
大
根
の
煮
付
け
・
ナ
ズ
ナ
の
お
浸
し
・
手
作
り
カ
リ
ン
ト
ウ
・

み
か
ん
と
り
ん
ご
の
干
し
菓
子
な
ど
な
ど)

を
持
参
し
ま
し
た
。「
こ
れ
は
何
か
し
ら
？
」
と
言

い
な
が
ら
、
全
て
の
ご
馳
走
を
頂
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
ね
。
作
り

方
を
お
聞
き
す
る
間
も
な
く
終
わ
り
ま
し
た

が
、
コ
ク
が
あ
っ
て
懐
か
し
い
味
の
手
作
り
の
カ
リ
ン
ト
ウ
は
、
運
よ
く
隣
に
座
っ
て
い
た

前
田
さ
ん
の
手
作
り
で
し
た
の
で
、
作
り
方
の
コ
ピ
ー
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

挑
戦

し
て
上
手
く
で
き
ま
し
た
ら
、
ま
ず
師
匠
(?)
の
前
田
さ
ん
に
味
見
を
し
て
頂
き
、
何
か
の
折
り

に
皆
さ
ん
に
召
し
上
が
っ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
貴
重
な
二
時
間

を
割
い
て
、
ご
丁
寧
な
ご
指
導
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
竹
内
さ
ん
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
前
田
さ
ん
宅
を
お
借
り
し
て
皆
さ
ん
と
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
、
思

い
が
け
な
い
体
験
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
心
豊

か
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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ヒマちゃんの活動報告(タイ編) №200 雪 入
ゆ き い れ

憲 生

今年３月、縁あってタイの子供の里親になりました。

里子は５歳のかわいい女の子です。

自分の娘ができたようでとても嬉しくて仲間数人と

約１０日間の旅行でしたが、お土産をもって行って来

ました。

言葉は通じなかったのですが、お父さんお母さん

もとても歓迎してくださり、ほんとに里親になってよか

ったなと思いました。と同時に次に行くときはタイ語で

話せるようにしたいなと痛感しました。

ところで私が行った所は昨年１２月と同じナーン県

という とても貧しい地域です。（昨年１２月は約４０名

でのツアーでした。）でも住んでいる人達はとても気

持ちのいい人たちが多く、人間らしい生活を送って

いる気がします。その点では残念ながら今の日本の

暮らしよりもいいような感じもしました。

里子のジャーです

さて前回訪れた孤児院の子供達とはキャンプに行

ってきました。１泊２日のキャンプでしたが、皆で川で

魚をとったり、火を起こしてバーベキューをしたり、と

なかなか日本にいてはできないような体験をしてきま

した。

子供たちは小学生から高校生まで約３０人ぐらい

で男の子と女の子はだいたい半々です。時間が空

いたときはバレーやサッカー またバドミントンなどを

一緒にやってきました。

幸いな事にスポーツでは言葉はあまり必要ではな

く、身振り手振りでなんとかなります。（でも言葉が通

じないのはやっぱり不便です）

夜の食事は宴会です。皆でタイ料理をおいしく食

べました。食事は基本的には和食と変わらないように

思いますが､タイには特有の香辛料があるので好き

不好きがあると思います。

キャンプ場には私の里子も親子で来てくれました。

どうやってキャンプ場まで来たのか聞いたら、一台の

バイクで約４０分かけてきたとの事。タイではバイクの

二人乗り、三人乗り、四人乗りは日常の光景です。

その後ゲームをしたりシャボン玉で遊んだり、とに

かく子供達にとっても私達にとってもいい思い出が出

来ました。

キャンプ場では２人用のバンガローがいくつもあ

って、各々別れて泊まりました。子供達にとってはバ

ンガローで泊まることは初めての経験らしく、本当に

喜んでくれていたのでキャンプに連れて行って良か

ったなと思いました。

キャンプ場までの行き帰りは、人数が多いので車

の荷台に乗り合わせしていきます。これも日本では

ありえないですよね。

でも結構楽しくて、山道ではハラハラドキドキの体

験ができること請け合いです。そしてギュウギュウづ

めだから、ほんとは大変なのに なぜかそんなに苦

痛ではないんですよね（これだったらタイで暮らして

いけるかも！）

ほんとに楽しいキャンプでしたがやっぱり疲れまし

た！ほかのメンバーも私より ひと回り以上年齢が上

だったこともあってグッタリしていました。キャンプか

ら帰った後は一日中ボケーとしていました。（これが

ほんとのタイ時間らしいです）

その夜は、なんと子供達にあのタイ式マッサージ

をしてもらいました。通訳できる人に聞いたら、最近

孤児院を訪問した人がマッサージの仕事をしていて、

子供らが教えてもらったらしいとの事。足裏マッサー

ジでしたけど、本を見ながら一生懸命やってくれまし

た。もちろん気持ち良かったですよ。

そこで仲間と話し合い皆で子供達にカンパして、

次の日買い物に行く事にしました。（やはりギュウギュ

ウづめの車でしたが）大したお金ではなかったので

すが、子供達は多分自分の親や兄弟達のためだと

思いますが、おみやげを買っていたようです。

帰る時には現地で活動している日本人の友人にも

言われましたが、嵐のようなあっという間の滞在とな

ってしまいました。帰りの際は子供達が皆で見送りを

してくれました。

以上思いついたことをとりとめも無く書いてしまい

ました。読んで頂いて楽しんでいただければ幸いで

す。

次回はお盆頃また行きたいと思っています。今度

は現地でのボランティア活動を手伝ってくる予定で

す。ではま～ゆの皆さん、今後とも宜しくお願い致し

ます。

コップンカープ！



都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)
●一級建築士事務所

●地元産木材を使ったローコスト環境住宅の設

計料の５％まで「ま～ゆ」が使えます。

上田市御所274

℡0268-28-7532
http://www6.ueda.ne.jp/~toshiken/
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朝日新聞アスパラ

クラブ主催の天声新

語(テーマ「温暖化」）

に応募したところ、

4月13日に優秀賞を

受賞することができ

ました。

天声新語は天声人語とまったく同じスタイルで、テーマに沿って

書かれた作品を元天声人語執筆者が選考する、というものです。

最優秀賞だったら4月16日付朝日新聞に掲載されたのですが、

私の作品はアスパラクラブのホームページ（しかも会員登録が

必要です）でしか閲覧することができませんから、会報の今号に

掲載して頂きました。

「温暖化」 №130 ヒデさん

私が暮らしている長野県上田市には環境家計簿がある。これは CO2排出削減の啓発を目的

に環境省が作成したものの上田市版である。各家庭における電気、ガス、水道、灯油、ガソ

リン、軽油の使用量と可燃ごみの排出量を記入するように作られている。

2003年7月からの1年間、環境家計簿を付けて分かったことは、ガソリンによる CO2排出

量が突出していることだ。私一人分の CO2総排出量は2,508kg、その内ガソリンが915kg

であった。これは電気の1.3倍、都市ガスや灯油の2.1倍の量である。

数値を見る限りでは自動車に頼りきった生活をしているということになるが、その実感が

私にはない。それはガソリン使用量が398L、距離に換算すると約4,000km で、1日の平均

走行距離は約11km にしかならないからである。

だからと言ってこのまま済ましていいわけがない。自動車をできるだけ使わない努力を怠

ることは、アメリカのように CO2排出量削減を放棄したのと同じだ、というのは言い過ぎか。

ガソリン使用量を大幅に減らさなければ、京都議定書に示された－6％を達成できないことに

環境家計簿から気づかされた。

上田市では公共交通機関の再構築も必要だ。30分に1本程度の鉄道や1時間に1本あればい

い方の路線バス。今のままではマイカーから公共交通機関利用へ移行しようとしても簡単に

はいかない。

公共交通機関を再構築して、できるだ

け自動車を使わなくて済む社会にする

ことが地球温暖化防止の鍵だと私は思

う。

（ちなみに、私一人分の CO2排出量

はガソリン915kg、電気687kg、都市

ガス443kg、灯油428kg、水道29kg、

可燃ごみ6kg でした。）



定価は 1,260 円ですが、ま～ゆ会員の方には 1,000 円

でおわけしております。

購入ご希望の方は 下記へご連絡下さいませ。

竹内紀子 ℡ 0268-28-7532

メール usako＠po6.ueda.ne.jp

３月､４月のま～ゆ市ですでにお買い求め下さった皆様

には､この場をお借りしてあらためてお礼申し上げます。
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に
ゃ
ん
こ
先
生
、
処
女
作
『
猫
と
暮
ら
す
Ⅰ
』
を
語
る

会
員
№
136

竹
内
紀
子

す
で
に
耳
に
タ
コ
が
出
来
る
ほ
ど
聞
か
さ
れ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
…
、
今
年

二
月
『
猫
と
暮
ら
す
Ⅰ
』
と
い
う
本
を
自
費
出
版
い

た
し
ま
し
た
。

同
名
の
エ
ッ
セ
イ
を
一
九
九
九
年
か
ら
東
信
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
と
き
お
り
掲
載
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

文
章
を
い
じ
く
り
ま
わ
す
こ
と
は
昔
か
ら
好
き
で
し

た
が
、
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
書
い
た
の
は
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
初
め
て
で
し
た
。

猫
好
き
な
方
に
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
猫
好
き
で
は
な
い
方
に
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
驚
き
を
得
て
も
ら
い
た
い
、
猫
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
う
思
っ
て

書
い
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

連
載
が
す
で
に
一
二
〇
回
を
超
え
ま
し
た
の
で
、
早
く
本
に
し

た
い
と
数
年
前
か
ら
焦
り
な
が
ら
も
、
億
劫
が
っ
て
い
て
な
か
な

か
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
う
ち
の
猫
の
こ
と

ば
か
り
書
い
た
本
を
、
面
白
く
読
ん
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
紙

の
無
駄
で
は
な
い
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
ぐ
ず

ぐ
ず
し
て
い
る
と
、
書
い
た
当
時
の
自
分
や
状
況
と
現
在
の
自
分

や
状
況
と
の
隔
た
り
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
し
ま
う
気
が
し
て
、

ま
ず
は
二
〇
〇
二
年
十
二
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
一
冊
に
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。

昨
年
は
ほ
ぼ
一
年
を
か
け
て
、
文
章
の
推
敲
を
す
る
と
共
に
、

イ
ラ
ス
ト
も
三
分
の
二
は
描
き
直
し
ま
し
た
。
書
き
下
ろ
し
三
篇

も
つ
け
ま
し
た
。

印
刷
は
中
澤
信
敏
さ
ん
の
会
社
、
伸
和
印
刷
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

色
々
な
わ
が
ま
ま
を
聞
き
入
れ
て
い
た
だ
き
、
校
正
も
四
回
さ
せ
て
も
ら
い
、

お
か
げ
で
満
足
の
い
く
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

帯
の
文
句
は
、
ほ
か
の
誰
も
考
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
で
考
え
ま

し
た
。「
待
望
の
単
行
本
第
一
弾
！
」
と
か
、「
猫
と
暮
ら
す
「
日
常
」
と
猫

と
暮
ら
し
て
得
た
「
哲
学
」
を
淡
々
と
つ

づ
っ
た
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
集
」
な
ん
て
自

ら
書
い
て
し
ま
う
と
は
我
な
が
ら
相
当
な

厚
顔
で
す
。



にゃん子先生出版の”猫と暮らす”をいただいた。

東信ジャーナルで時々にお目にかかっていたが､一冊の本となって手元で見ると趣がぐっと変わる。

表紙の色合いと手触りがなんともいえず、手の収まり具合もいい。

黒一色の猫絵がそれを引き立てる。（猫絵もにゃん子先生の手による）

これは”猫が好き”という範疇を超えた本なのだ． ”猫“と暮すことなのだから。

ここにまともな(?)猫は一匹もいない。捨てられ猫、野良猫，病気もち猫ばっかり。

中にはいじけ猫もいる。

一度でも”人”以外の生き物を家に置いた人はたった一匹の犬、猫に振り回される日常を体験されているはず。

”まとも”じゃないのがいっぱいいるのだ。

寒い夜に置き去りにされてしまった”猫たち”に食事を届けにいき、時間を見計らってまた残りを下げにいく

なんてことはとてもじゃないが並みの人には無理な話。

海外旅行に行っても 野良猫･置き去り猫のいる公園で餌をやり、後ろ髪ひく思いで帰途に着くなんてところ

では想像をはるかに超えてしまって大きい感動に包まれてしまった。にゃんこ先生，ヒデさんにとっては普通

のことなんだ。

”人”に媚びない”猫”をとうして哲学しているのだ。

淡々と綴られた文章がいっそう温かい思いを伝え、エスプリの効いた締めの一文がなんと味のあることか。

犬、猫だいぶ好きのハコ

ま～ゆ会員 自己紹介

名前 №204 古川幸子 №66柳原勝彦 №200 ヒマこと雪入憲生

出身地 上田市 上田市

血液型 A O A

私って

こんな人
何にでも興味を持つこと

何でも知りたい､

参加したい。

仲良くなりたい。

好奇心が旺盛でチャレンジする事

が大好きな一方あきすけの面も

多々あり

好きなもの

● 音楽,

● 絵鑑賞

● .韓国ドラマ

● パソコン

● 上田,

● 木,林,森,山、

● 音楽、

● 人

● 地球

●スポーツは観るのも、やるのも

好き.

最近はサッカー教室で子供とサ

ッカーするのが楽しみです。

●音楽鑑賞。

苦手なもの
聞かれるとあまりないよう

です。
差別的なこと→いじめ 暇

欲しいもの

最新型のデジカメ

今は携帯電話が便利で使って

いますが,欲を言えば‥

● 仲間

● 体力

● 気力

仲間

捨てたいもの 欲 欲(悪い意味で) ●プライド ●見栄

もしも生まれ

変われたら

もっと最初から勉強すればよ

かった。

山の生活(文化的でなく

自然に 溶け込んで)
マザーテレサのような女性

私の夢

英語が話せて,外国へ行きた

い。

もっと世界を知りたい。

死を知ったら宇宙へ旅行 海外で暮らしたい

－14－



代 表 安 井 啓 子
ま～ゆ連絡先 前 田 光 俊

〒386-0041

上田市秋和 503-6
TEL 27-1230

ホームページ

（検索エンジンで地域通貨 ま～ゆ を開いてください）

６月のま～ゆ市
ま～ゆ寺子屋を兼ねます

１０日(日) 中央公民館
午後１時３０分から

味噌用大豆蒔き
日程･場所は 6月にMLで発信します

７月14 日(土) 予定

吉崎酒店裏庭
詳しくはま～ゆ通信で

5 月は22 日(火)

夜7 時から

場所は 寿限無
誰でも､その時だけでも世話人です

編集を終って
またも自己満足になってしまいますが､毎号途切れなく、

程よく原稿が集まり､その内容が多岐にわたっているのは

“ま～ゆ会員„の幅の広さを表わしていて､誇らしい思い

がします。今号も躍動感と温かな心に紙面が埋められて

います。

数々のイベントに初参加の方は異口同音に｢こんなに

楽しい会とは知らなかった｣と言われます。ま～ゆの空

気は｢どこか違う｣のを知ってほしいので、未経験の方は

都合をつけて“高い敷居”を乗り越えてみましょう。

また、会報に参加するという“手”もあることを蛇足

ながら…。 都々平


